
 

 

第５章  予算処理 
 

この章では、当初予算と補正予算の操作についてご説明します。 
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１. 当初予算 

管理年度の翌年度の当初予算を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【当初予算入力】 

管理年度の翌年度の当初予算の入力を行います。 

科目種別によって、入力する画面が異なります。 
 

科目種別 当初予算の入力画面 ページ 

収益・費用 当初予算入力 Ｐ5-1 

正味財産（期首残高） 当初予算入力（正味財産） Ｐ5-4 

注記科目 当初予算入力（注記） Ｐ5-1 

 

１】 当初予算入力 ・当初予算入力（注記） 

収益・費用科目の当初予算は「当初予算入力」から、注記科目の当初予算は「当初予算入力 

（注記）」から入力します。 
 

※ 翌年度から新たに使用する科目がある場合は、事前に「科目マスタ」「科目マスタ（注記）」

から設定を行ってください。（科目の設定については、Ｐ7-29 をご覧ください。） 
 

（１） 「当初予算（Ｃ）」－「01.当初予算入力」または「04.当初予算入力（注記）」をクリック 

します。 

 

 

 

 

  

当初予算入力 

Ｐ5-1 

予算書の出力・確認 

Ｐ5-5 

予算の確定 

Ｐ5-8 

管理年度の翌年度の当初予算を入力します。 

「収支予算書」「収支予算書内訳表」を出力し、 

内容を確認します。 

管理年度の翌年度の当初予算を確定します。 

【当初予算入力の流れ】 
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（２） 事業区分ごとに当初予算を入力します。 

［事業区分］を選択し、各科目へ予算額を入力し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

事業区分 一番小さい事業区分（下に中分類や小分類が設定されていない事業区分） 

ごとに入力します。 

例えば「公益目的事業会計」は、下に中分類や小分類の事業区分が設定され

ているので、選択しても予算入力はできません。その下の「就業機会提供 

事業」や「就業機会確保事業」等の細かい事業区分ごとに予算を入力します。 

来期予算年度 

（うち補助金分） 

科目ごとに当初予算額を入力します。 

予算の無い科目は、空欄ではなく「0」を入れます。 
 

費用科目について： 

 

 

費用科目は、入力欄が 2段あります。 

上段が「当初予算額」で、下段が「うち補助金分」です。 

「うち補助金分」は、必須入力項目ではありませんが、「補助金消化状況一

覧」「補助金科目別整理簿」をご利用の場合は、入力が必要です。 

（「補助金消化状況一覧表」は Ｐ4-34、「補助金科目別整理簿」は Ｐ4-35 を 

ご覧ください。） 

 

→ その他の「当初予算入力」画面の表示内容については次ページをご覧ください。 

 

  

① 事業区分を選択します。 

② 当初予算額を入力します。 

③ クリックします。 
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■ 当初予算入力画面について 

（「当初予算入力（注記）」画面も同様です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ.会計区分別/全体の予算額 会計区分別と全体の当初予算額を表示します。 

収益・費用計や比率、差額（収益-費用）が表示されます。 

Ｂ.当期予算年度/増減額 ［当期予算年度］欄には、管理年度の予算額が表示されます。 

この金額は、右上の［平成 xx 年度予算額表示］（ｂ）から、 

「予算現額」「当初予算額」のどちらを表示するか選択できます。 
 

［増減額］欄には、「来期予算年度」と「当期予算年度」の差額が表示

され、当期予算に比べて来期予算がどれくらい増減しているか確認でき

ます。 

Ｃ.事業区分の予算額計 選択している事業区分の経常・経常外の収益・費用計、 

差額（収益-費用）が表示されます。 

Ｄ.  クリア  ボタン クリックすると、選択している事業区分に入力した当初予算額が 0円に

なります。 

入力済みの金額をリセットして最初から入力し直す場合にご利用くだ

さい。 

 

 

  

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

ｂ 

Ｄ 
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２】 正味財産期首残高の当初予算入力 

正味財産期首残高の当初予算額は、「当初予算入力（正味財産）」から入力します。 
 

（１） 「当初予算（Ｃ）」－「02.当初予算入力（正味財産）」をクリックします。 

 

 

 
 
 
 

 

（２） 正味財産期首残高の当初予算額を入力し、 保存  ボタンをクリックします。 
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【予算書の出力】 

管理年度の翌年度の「収支予算書」「収支予算書内訳表」を出力します。 
 

１】 収支予算書・収支予算書（注記） 

「収支予算書」を出力します。 

通常の収支予算書は「収支予算書」、注記科目の収支予算書は「収支予算書（注記）」から出力 

します。 
 

■ 出力手順 

（１） 「当初予算（Ｃ）」－ 

「03.収支予算書」「06.収支予算書（注記）」を 

クリックします。 

 
 
 

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

（出力条件については、Ｐ1-16 もあわせてご覧ください。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

うち補助金分を印字する/しない うち補助金分の「印字する/しない」を選択します。 

予算額に補正予算入力分を反映させる/

させない 

前年度予算額へ印字する金額を選択します。 
 

予算額に補正予算入力分を反映させる（予算現額）： 

補正予算を反映した予算現額を印字します。 

正味財産期首残高は「経理管理マスタ」の＜正味財産 

期首残高＞の当年度予算の［確定額］が印字されます。 

予算額に補正予算入力分を反映させない（当初予算額）： 

当初予算額を印字します。 

正味財産期首残高は「経理管理マスタ」の＜正味財産 

期首残高＞の当年度予算の［予算額］が印字されます。 

 
 

（３） 以降の操作手順については、【帳票出力の手順】の（３）（Ｐ1-17）～をご覧ください。  
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■ 帳票について 

 

「正味財産期首残高」の前年度予算額について： 

前ページの出力条件の「予算額に補正予算入力分を 

反映させる/させない」の内容をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈収支予算書〉 
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２】 収支予算書内訳表・収支予算書内訳表（注記） 

「収支予算書内訳表」を出力します。出力は、エクセル出力のみとなります。 

通常の収支予算書内訳表は「収支予算書内訳表」、注記科目の収支予算書内訳表は「収支予算書

内訳表（注記）」から出力します。 
 

■ 出力手順 

（１） 「当初予算（Ｃ）」－ 

「04.収支予算書内訳表」「07.収支予算書内訳表（注記）」 

をクリックします。 

 
 
 

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

（出力条件については、Ｐ1-16 もあわせてご覧ください。） 
 

うち補助金分を印字する/

しない 

うち補助金分の「印字

する/しない」を選択

します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（３） 以降の操作手順については、【エクセル出力について】（Ｐ1-21）をご覧ください。 
 
 
 

■ 帳票について 

エクセルファイルのため、印刷する際は、ページ設定で向きや用紙サイズ、拡大/縮小などを 

調整してください。帳票作成日はヘッダーに入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈収支予算書内訳表〉 
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【当初予算確定】 

管理年度の翌年度の当初予算入力を確定します。 

「当初予算入力」と「当初予算入力（注記）」の確定は、別々に行います。 
 

（１） 「当初予算（Ｃ）」－「01.当初予算入力」または「04.当初予算入力（注記）」をクリック 

します。 

（２）  確定  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）  ＯＫ  ボタンをクリックします。 

 

 

 
 
 

■ 確定解除 

確定後、当初予算入力をやり直す場合は、確定解除します。 

（１）  確定解除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 
 
 

（２）  ＯＫ  ボタンをクリックします。 
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２. 管理年度の当初予算の修正 

年度更新後に、管理年度の当初予算の入力間違いに気付いた場合は、下記の手順で修正します。 
 

※ 入力間違いではなく、予算の変更の場合は、補正予算を登録します。 

下記の手順で変更しないよう、ご注意ください。 
 
 

科目種別によって、入力する画面が異なります。 

科目種別 当期当初予算の修正画面 

収益・費用 科目マスタの＜当初予算＞タブ 

正味財産（期首残高） 経理管理マスタ 

注記科目 科目マスタ（注記）の＜当初予算＞タブ 
 
 
 

■ 科目マスタ・科目マスタ（注記）の＜当初予算＞タブ 

（１） 「科目マスタ」または「科目マスタ（注記）」より、該当科目を開きます。 

（操作手順については、Ｐ7-23～24 をご覧ください。） 

（２） ＜当初予算＞タブを開き、金額を修正し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

■ 正味財産期首残高の当期予算額の修正 

（１） 「管理（Ｊ）」－「01.経理管理マスタ」をクリックします。 

（２） ＜正味財産期首残高＞タブを開き、管理年度予算（下の入力欄）の［予算額］を修正し、 

 保存  ボタンをクリックします。 
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３. 補正予算 

補正予算を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■ 補正予算の年度について 

補正予算は、「経理管理マスタ」の「処理年度」での入力となります。 

「処理年度」について： 

締め処理前 「管理年度」と同年度が設定されます。 

締め処理後 「管理年度」の翌年度が設定されます。 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

決算処理状況と補正予算の入力について 

例）管理年度：平成 29 年度の場合 

決算処理状況 処理年度 補正予算入力 

「繰越仕訳確認表」未出力 29 年度 29 年度の補正予算が入力できます。 

「繰越仕訳確認表」を出力 29 年度 繰越仕訳確認表の出力により処理が締め切られ、

29 年度の補正予算は入力できなくなります。 

また、締め処理前の場合、処理年度が 29 年度 

なので、30 年度の補正予算は入力できません。 

「締め処理」を実行 30 年度 締め処理の実行により処理年度が 30 年度になる

ため、30 年度の補正予算が入力できます。 

 
 

「繰越仕訳確認表」については Ｐ6-33、「締め処理」については Ｐ6-36、 

「経理管理マスタ」については Ｐ7-4 をご覧ください。  

補正予算入力 

Ｐ5-11 

予算増減明細表の出力・確認 

Ｐ5-16 

収支補正予算書の出力 

Ｐ5-17 

【補正予算入力の流れ】 

補正予算を入力します。 

補正予算の入力内容を確認します。 

「収支補正予算書」「収支補正予算書内訳表」

を出力します。 



第 5 章 予算処理 

5-11 

【補正予算入力】 

科目種別によって、入力する画面が異なります。 
 

科目種別 補正予算の入力画面 ページ 

収益・費用 補正予算入力 Ｐ5-11 

正味財産（期首残高） 経理管理マスタ Ｐ5-13 

注記科目 補正予算入力（注記） Ｐ5-11 

 

１】 補正予算入力・補正予算入力（注記） 

収益・費用科目の補正予算は「補正予算入力」から、注記科目の補正予算は「補正予算入力 

（注記）」から入力します。 
 

※ 補正予算で新たに使用する科目がある場合は、事前に「科目マスタ」または「科目マスタ 

（注記）」から設定を行ってください。（科目の設定については、Ｐ7-29 をご覧ください。） 
 
 

（１） 「補正予算（Ｄ）」－「01.補正予算入力」 

または「04.補正予算入力（注記）」を 

クリックします。 

 
 

 

（２） 補正予算は、補正日（計上日）・事業区分・補正種別（補正・流用）ごとに登録します。 

 新規登録  ボタンをクリックし、［計上日］［事業区分］［種別］を入力し、［Enter］キーを 

押します。 

 

 

 
 
 

 
 
 

計上日 補正が決定した日（処理年度内の日付）を入力します。 

事業区分 一番小さい事業区分（下に中分類や小分類が設定されていない事業区分）を選択します。 

例えば「公益目的事業会計」は、下に中分類や小分類の事業区分が設定されているので、

選択しても補正予算入力はできません。その下の「就業機会提供事業」や「就業機会確

保事業」等の細かい事業区分ごとに補正予算を入力します。 

種別 「補正」「流用」のどちらかを選択します。 

「流用」については、同一事業区分の同一科目種別（収益・費用）の科目間で、増加・

減少が 0になる場合に入力できます。 

  

  

内容を入力し、［Enter］キーを 
押します。 
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（３） 該当科目の［今回補正額］へ金額を入力し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今回補正額 

（うち補助金分） 

補正予算額を入力します。 

補正の無い科目は、空欄ではなく「0」を入れます。 
 

費用科目について： 

 
 
 

費用科目は、入力欄が 2段あります。 

上段が「今回補正額」で、下段が「うち補助金分」です。 

「うち補助金分」は、必須入力項目ではありませんが、「補助金消化状況一覧」

「補助金科目別整理簿」をご利用の場合は、入力が必要です。 

（「補助金消化状況一覧表」は Ｐ4-34、「補助金科目別整理簿」は Ｐ4-35 を 

ご覧ください。） 
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２】 正味財産期首残高の確定額 

正味財産期首残高の補正後予算現額は、「経理管理マスタ」の＜正味財産期首残高＞タブの 

「確定額」の金額です。 

「確定額」は、「繰越仕訳確認表」の出力・「年度更新」の実行で、自動セットされます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

管理年度翌年度の確定額 

（例：平成 30 年度） 

管理年度の「繰越仕訳確認表」を出力すると金額がセットされ 

ます。 
 

例）平成 29 年度の「繰越仕訳確認表」を出力すると、平成 29 年

度の正味財産期末残高がセットされます。 

管理年度の確定額 

（例：平成 29 年度） 

前年度→管理年度への「年度更新」を実行すると、管理年度の 

翌年度の「確定額」に入っていた金額が、管理年度の「確定額」

に移ります。 
 

例）平成 28 年度の年度更新を行うと、管理年度が平成 29 年度に 

更新され、上段（管理年度の翌年度部分）にあった平成 29 年

度予算（「予算額」「確定額」）が、下段（管理年度部分）に 

移ります。 

 

（「経理管理マスタ」については Ｐ7-4 をご覧ください。） 

 

 

  

管理年度 

の翌年度 

管理年度 
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【補正予算の修正・削除】 

登録済みの補正予算の修正・削除をします。 

※ 計上日・事業区分・種別の修正はできません。これらの項目を間違えた場合は、削除し、 

正しい内容で登録し直してください。 
 

（１） 「補正予算（Ｄ）」－「01.補正予算入力」または「04.補正予算入力（注記）」をクリック 

します。 
 

（２） 修正する補正予算を選択します。 
 

＜計上日・事業区分・種別が分かっている場合＞ 

［計上日］［事業区分］［種別］を入力し、［Enter］キーを押します。→（４）へ 
 

＜計上日・事業区分・種別が分からない場合＞ 

 検索条件  ボタンをクリックします。→（３）へ 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３） 検索条件があれば入力し、 検索実行  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

検索結果が表示されます。該当の補正予算をダブルクリックするか、クリック後 

 選択  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

  

[計上日]［事業区分］［種別］が分からない
場合は、ここをクリックします。 

[計上日]［事業区分］［種別］が分かっている
場合は、入力し、［Enter］キーを押します。 

該当の補正予算をダブルクリックするか、 
クリック後  選択  ボタンをクリックします。 
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（４） 修正または削除をします。 
 

＜修正する場合＞ 

［今回補正額］を修正し、 保存  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜削除する場合＞ 

 削除  ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

確認メッセージが表示されます。 

 はい  をクリックします。 
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【補正予算書の出力】 
 

１】 予算増減明細表・予算増減明細表（注記） 

「予算増減明細表」では、事業区分ごとに補正予算の明細を表示します。 

補正予算の入力確認にご利用ください。 

通常の予算増減明細表は「予算増減明細表」、注記科目の予算増減明細表は「予算増減明細表 

（注記）」から出力します。 
 

■ 出力手順 

（１） 「補正予算（Ｄ）」－「02.予算増減明細表」 

「05.予算増減明細表（注記）」をクリックします。 

 

 
 
 

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

（出力条件については、Ｐ1-16 もあわせてご覧ください。） 
 

対象年度 「締め処理」後は、管理年度と 

翌年度が選択できます。 

（初期設定されるのは「処理年

度」です。「処理年度」について

はＰ5-10 をご覧ください。） 

うち補助金分を 

印字する/しない 

うち補助金分の「印字する/しな

い」を選択します。 

 

 

 
 
 

（３） 以降の操作手順については、【帳票出力の手順】の（３）（Ｐ1-17）～をご覧ください。 
 
 
 

■ 帳票について 

事業区分ごとに改ページされて［種別］［計上日］［科目］ごとの補正予算明細が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

  

〈予算増減明細表〉 
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２】 収支補正予算書・収支補正予算書（注記） 

「収支補正予算書」および「収支補正予算書内訳表」を出力します。 

通常の収支補正予算書は「収支補正予算書」、注記科目の収支補正予算書は「収支補正予算書 

（注記）」から出力します。 
 

■ 出力手順 

（１） 「補正予算（Ｄ）」－「03.収支補正予算書」 

「06.収支補正予算書（注記）」をクリック 

します。 

 
 

（２） 出力条件を設定し、 ＯＫ  ボタンをクリックします。 

（出力条件については、Ｐ1-16 もあわせてご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帳票種別 「収支補正予算書」「収支補正予算書内訳表」のどちらかを選択します。 

「収支補正予算書内訳表」は、エクセル出力のみとなります。 

対象年度 「締め処理」後は、管理年度と翌年度が選択できます。 

（初期設定されるのは「処理年度」です。「処理年度」についてはＰ5-10 

をご覧ください。） 

うち補助金分を印字する

/しない 

うち補助金分の「印字する/しない」を選択します。 

1 シートにまとめない 

/まとめる 

帳票種別で「収支補正予算書内訳表」を選択した時に設定できます。 

「まとめない」を選択した場合は、事業区分ごとにシートが分かれて 

出力されます。「まとめる」を選択した場合は 1シートで内訳表が出力

されます。（詳しくは、Ｐ5-19 をご覧ください。） 

※ 「収支補正予算書内訳表（注記）」については、1シートにまとめる

設定はありません。 
 
 

（３） 以降の操作手順については、【帳票出力の手順】の（３）（Ｐ1-17）～をご覧ください。  



『エイジレス８０ コネクト』 ご利用の手引き（経理システム編） 

5-18 

 
 

■ 帳票について 
 

当初予算額 対象年月日（From）の前日時点で

の予算現額を表示します。 

補正予算額 対象年月日（From-To）の間の補

正予算額です。 

予算現額 対象年月日（To）時点の予算現額

です。 
 

 

 

 
 
 

＜収支補正予算書の正味財産期首残高について＞ 

正味財産期首残高の金額は、当年度で最初に登録された補正予算の計上日（以下、「初回補正日」

と呼びます。）を基準に、「経理管理マスタ」の＜正味財産期首残高＞タブの［予算額］［確定額］

を切り替えて表示しています。 

 

 

 

 

出力条件の対象年月日 正味財産期首残高の表示 

対象年月日（To）が初回補正日より前の場合 

（対象年月日（To）＜初回補正日） 
 

例）初回補正日が 5月 10 日で、 

出力対象期間が 4月 1 日～4 月 30 日 

「当初予算額」「予算現額」のどちら

も［予算額］の金額が表示され、 

「補正予算額」は 0になります。 

対象年月日（From-To）内に初回補正日が含まれる場合 

（対象年月日（From）≦初回補正日≦対象年月日（To）） 
 

例）初回補正日が 5月 10 日で、 

出力対象期間が 5月 1 日～5 月 31 日 

下記のようになります。 

当初予算額 ：［予算額］ 

補正予算額：［確定額］から 

［予算額］を引いた額 

予算現額  ：［確定額］ 

対象年月日（From）が初回計上日より後の場合 

（初回補正日＜対象年月日（From）） 
 

例）初回補正日が 5月 10 日で、 

出力対象期間が 6月 1 日～6 月 30 日 

「当初予算額」「予算現額」のどちら

も［確定額］の金額が表示され、 

「補正予算額」は 0になります。 

 

（「経理管理マスタ」の＜正味財産期首残高＞タブについては、Ｐ7-10 をご覧ください。） 
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＜収支補正予算書内訳表について＞ 

「収支補正予算書内訳表」は、「1シートに：まとめない/まとめる」の選択ができます。 

1 シートに「まとめない」場合は、事業区分ごとにシートが分かれて出力されます。 

1 シートに「まとめる」場合は、1シートにまとめて出力されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 シートに:まとめない 

事業区分ごとにシートが分かれて出力されます。 
（事業区分コードがシート名となります。） 

1 シートに:まとめる 

1 つのシートにまとめて出力されます。 
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＊＊＊このページは白紙です。＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


